
2025年度 北陸大学一般選抜 (本学独自方式)A日程問題

(2月 4日 実施 )

化 学

(注 意)

1.問題冊子は本文9ページ,解答用紙は2枚 (マーク式解答用紙1枚 ,記述式解答用紙1枚 )。

′
2.【 I】 ～【V】 の問1～問26は ,マーク式解答用紙の解答欄 1～ 26の 当てはまる選択肢の枠内を

塗りつぶすこと(複数解答は無効)。

〔Ⅵ】の問27～問30は ,記述式解答用紙の指定の欄に記入すること。

3,マーク式解答用紙・記述式解答用紙は,持ち帰つてはならない。

4,試験終了後,問題冊子は持ち帰ること。

5.コ ピー及び二次利用は行わないこと。



【I】  以下の問いに答えよ。

問1 次のうち,下線部が元素ではなく,単体の意味で用いられているものはどれか。

① ほうれん草には鉄分が含まれている。
② リンの同素体には,黄 リンと赤リンがある。
③ 砂糖は,炭素や水素,酸素からなる物質である。
④ 乾燥空気の体積の約78%は窒素である。

間 2 12cと 14cに関する記述 (a～ f)イこついて,誤つているものの組合せはどれ か 。

a)12cと 14cでは陽子の数が同じである。
b)12cと 刊4cでは電子の数が同じである。
c)12cと 14cでは中性子の数が同じである。
d)12cと 14cでは化学的性質がほば同じである。
e)12cと 14cは どちらも放射台ヒをもたない。
f)12cは放射能をもたないが,14cは放射能をもつ。

ｅ

　

ｅ

ａ

　

ｃ

①

⑤

② (a,f)

⑥ (c,f)

③ (b,e)

⑦ (d,e)

④ (b,f)

③ (d,f)

問 3 イオンの組合せ (a～d)の うち,電子配置が互いに同じであるものはどれか。

a)Na+, Ktt     b)Na+, M92+     c)Mg2+, 02-     d)A13+, s2-

① (a,b) ② (a,c) ③ (a,d) ④ (b,c) ⑤ (b,d) ⑥ (c,d)

間 4,間 5 下表は周期表の一部である。ただし,xYは 仮の元素記号で,χ原子と Y原子が

結合してできる化合物を y発 とする。

間 4 発 の結晶は, どのような結晶か。

① イオン結晶

② 共有結合の結晶

③ 分子結晶
④ 金属結晶

問 5 Yχ2の結晶の性質はどれか。

① 非常に硬く,融点がきわめて高い。

② たたくと割れずに薄く広がり,引 つ張ると長く延びる。
③ やわらかくてもろい。

④ 融点が低く,昇率する。

⑤ 半導体の性質を示す。

Y3

χ2

18171615141321浪
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【Ⅱ】 ア～オは,Ca,Fe,Cu,Zn,Ptの 5種の金属単体のいずれかである。実験 (a～d)1こ

関する以下の問いに答えよ。

a)ア～オをそれぞれ常温の水に入れたところ,アは溶けたが,イ ,ウ ,工 ,オは溶けなかつた。

b)イ ～オをそれぞれ希塩酸に入れたところ,イ ,ウは溶けたが,工,オは溶けなかつた。

c)イ～オをそれぞれ希硝酸に入れたところ,イ ,ウ,工は溶けたが,オは溶けなかつた。

d)イ ～オをそれぞれ水酸化ナ トリウム水溶液に入れたところ,イ は溶けたが,ウ ,工,オは

溶けなかつた。

問 6～問 10 ア～オに当てはまる金属はどれか。下の選択肢から選べ。

問6[ア ]問 7[イ ]間 8[ウ ]問 9[工 ]問 10[オ ]

【問6～問10の選択肢】

① Ca     ② Fe ③ Cu ④ Zn ⑤ Pt
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【Ⅲ】 酸化還元反応に関する以下の問いに答えよ。

問 11～問 13 実験 Aに関して答えよ。

実験 A:0,05 mo1/L過マンガン酸カリウム水溶液 10 mLを ビーカーにとり,十分な量の

希硫酸を加えた後,3%過酸化水素水を少 しずつ加えると,水溶液の色が変化 した。

問 11 この化学反応は,次式で表される。反応係数αおよびうに当てはまる数値の組合せと
して,正 しいものはどれか。

α KMn04+う H202+3H2S04
―

K2S04+α MnS04+ろ 02+8H20

問 12 水溶液の色の変化のうち,正 しいものはどれか。

① 無色 → 赤紫色

③ 無色 → 黄色
② 赤紫色 → 無色

④ 黄色 → 無色

問 13 この反応における酸化斉Jと 還元剤の組合せ として,正 しいものはどれか。

H202H2S04⑥

KMn04H2S04⑤

H2S04H202④

KMn04H202③

H2S04KMn04②

H202KMn04①

還元剤彫訂ヒ斉J

54⑥

44⑤

34④

52③

42②

32①

bとy
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問 14～問 16 実験 Bに関して答えよ。

実験 B:0.0250 mo1/Lシ ュウ酸水溶液 20,O mLを コニカルビーカーにとり,十分な量の

希硫酸を加えた。この溶液を温めながら,濃度不明の過マンガン酸カ リウム水溶液

で滴定した。10.O mL滴下したところで水溶液の色が変化し,この点を滴定の終点

とした。

間 14 過マンガン酸イオンとシュウ酸のそれぞれのイオン反応式 (半反応式)は,次のように

表される。反応係数 ,お よび うに当てはまる数値の組合せとして,正 しいものはどれか。

Mn04~ +8H+ +α e~ 一一一> Mn2++4H20

(COOH)2 ~ b C02+bH+ +be~

問 15 0.0250 mo1/Lシ ュウ酸水溶液 100 mLを つくるのに必要なシュウ酸二水和物の質量 (g)

はいくらか。最も適当なものを選べ。ただし,分子量は(COOH)2=90・ 0,H20=18.0と

する。

廻D O.225

④ 2.25

② O.315

⑤ 3.15

C)2.00× 10~3

彊)2.00× 10~2

③ O.504

⊆)5.04

α)5.00× 10~3

個)5,00× 40~2

間 16 過マンガン酸カリウム水溶液のモル濃度 (mO1/L)はいくらか。最も適当なものを選べ。

０

０

０

０

1

1

①

④

×

×

10

10

-3

-2

27⑥

17⑤

26④

16③

25②

15①

bとV
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【Ⅳ】 α一アミノ酸 (以下,ア ミノ酸とμ各する),ペプチドおよびタンパク質に関する以下の
問いに答えよ。

問 17 次の うち,正 しいものはどれか。

① 全てのアミノ酸は,不斉炭素原子を有する。

② アミノ酸は,水よりも有機溶媒に溶けやすい。
③ タンパク質のうち,ア ミノ酸に加えて,糖やリン酸などを含むものを複合タンパク質と

いう。
④ アミノ酸の配列順序を,タ ンパク質の二次構造という。
⑤ アミノ酸配列が不可逆的に変化することを,タ ンパク質の変性という。

問 18～問 21 下図はアミノ酸の分子構造で,下表は各アミノ酸の分子量と等電点を示 したもの

である。 トリペプチ ドPは,表中のアミノ酸のうち,3つのアミノ酸が直鎖状に
ペプチ ド結合 したものである。Pを用いて,以下の実験 1～3を行つた。

図

5,7105~CH20Hカ

5.71 8 1―CH Hオ

3.2147~(CH2)2COOHエ

9,7146~(CH2)4NH2ウ

5.1121CH2SHイ

6.089~CH3
ア

等電点分子量図の 一Rα―アミノ酸

表

Ｒ

Ｉ

H2N― CH‐COOH

実験 1

実験 2

Pの加水分解により,ア ミノ酸 A,8,Cが 得られた。
P,A,B,Cを それぞれ含む水溶液に,濃硝酸を加えて加熱 し,冷去口後にアンモニア水

を加えると,Pと Aの水溶液のみ呈色 した。
A,B,Cを pH=6.0の緩衝液中で電気泳動すると,ス はほとんど移動 しなかったが,

βは陽極側に移動し,Cは陰極側に移動 した。

実験 3

間 18 実験 2の反応で,検出できる原子あるいは部位と呈した色の組合せとして,正 しい

ものはどれか。

青紫色ベンゼン環③

青紫色ペプチ ド結合⑦

黒色アミノ基⑥

黒色硫黄原子⑤

橙黄色ベンゼン環④

橙黄色ペプチ ド結合③

赤紫色アミノ基②

赤紫色硫黄原子①

呈 した色原子あるいは部位
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問 19 P,ス ,B,Cを それぞれ含む水溶液に,水酸化ナ トリウム水溶液を加えた後,少量の

硫酸銅 (Ⅱ )水溶液を加えるとどうなるか。

① P水溶液のみ赤紫色を呈する。

② ス水溶液のみ赤紫色を呈する。

③ B水溶液のみ赤紫色を呈する。

④ C水溶液のみ赤紫色を呈する。

⑤ いずれの水溶液も赤紫色を呈する。

⑥ いずれの水溶液も呈色しない。

問 20 Bと Cの組合せ として,正 しいものはどれか。

イアウイエアオエオウC

オオエエウウイイアアB

③⑨③⑦⑥⑤④③②①

問 21 Pの分子量はいくらか。最も適当なものを選べ。ただし,原子量は H=1,C=12,
N=14,O=16,S=32と する。

① 346     ② 378     ③ 382     ④ 414     ⑤ 438     ⑥ 456     ⑦ 474
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* 【V(新教育課程対応)】 もしくは 【V(旧教育課程封応)】 のいずれかに
ついて解答せよ。

【V(新教育課程対応)】  同じ物質量の水素とヨウ素を容積一定の密閉容器に入れて加熱し,

一定温度に保つとヨウ化水素が生成した。その後,十分な時間が経過すると,見かけ上,

反応が停止した状態となった。この反応は次のように表され,正反応と逆反応の速度定数は
それぞれた刊,た 2と する。以下の問いに答えよ。

H2+12 -~ 2 HI

問22 正反応と逆反応の活性化エネルギーの大きさが,それぞれ 174 kJ/mol,

あるとき,正反応に関する正しい記述はどれか。

① 反応エンタルピーは10郎/molであり,発熱反応である。
② 反応エンタルピーは10郎/m01であり,吸熱反応である。
③ 反応エンタルピーは-10郎/mOlであり,発熱反応である。
④ 反応エンタルピーは-10 kJ/molで あり,吸熱反応である。

184 kJ/molで

F口月23

①

濃
度

濃
度

0

間24 この反応の見かけ上の反応速度ッを表した式はどれか。

① ッ=た 1([H2]十 [12])   ② ツ=た 2([H2]十 [し])   ③ ッ=
④ ν=力 2[H2][し]     ⑤ ッ=た 1[H2][し ]+た 2[HI]2 ⑥ ッ=

次のうち,こ の反応における時間と各物質の濃度の関係を表したものはどれか。

②            ③

[HI]
[HI]

[HI]

[H2],[12] [H2],[12] [H2],[12]

0 時間

⑤

0 時間 0 時間

④

[HI]

[H2],[12]

[Hi]
[H2],[12]

0 時 間 時間

濃
度

0

濃
度

00

濃
度

0
0

ん Ｈ

Ｈん
~た2[HI]2

問25 次のうち,触夕菜を加えることによつて,こ の反応において変化するものはどれか。

① 反応エン
`タ

ルピーの絶対値  ② 反応エンタルピーの符号 ③ 触媒の構成元素

④ 活性化エネルギーの値   ⑤ ヨウ化水素の最終濃度

問26 この反応において,水素とヨウ素を 1.00 mOlずつ入れた。ヨウ化水素が 1,60 mol生成
したときに平衡状態に達した。このときの平衡定数はいくらか。最も適当なものを選べ。

① O.016     ⊆) o.o63     ③ O,25      筵9 4,O       ⑤ 16       ⑥ 64
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【V(旧教育課程対応)】  同じ物質量の水素とヨウ素を容積一定の密閉容器に入れて加熱し,

一定温度に保つとヨウ化水素が生成した。その後,十分な時間が経過すると,見かけ上,

反応が停止した状態となつた。この反応は次のように表され,正反応と逆反応の速度定数は

それぞれた1,た 2と する。以下の問いに答えよ。

H2+12 ~ 2 HI

問22 正反応と逆反応の活性化エネルギーの大きさが,

あるとき,正反応に関する正しい記述はどれか。

① 反応熱は-10 kJ/molで あり,発熱反応である。

② 反応熱は-10 kJ/mOlで あり,吸熱反応である。

③ 反応熱は10 kJ/molで あり,発熱反応である。

④ 反応熱は 10 kJ/mOlで あり,吸熱反応である。

それぞれ 174 kJ/mol,184 kJ/molで

F口月23

①

濃
度

濃
度

次のうち,こ の反応における時間と各物質の濃度の関係を表したものはどれか。

②            ③

[HI]

[HI]

[HI]

[H2],[12] [H2],[12] [H2],[12]

0
0 時間0 時間 時 間

[HI]

[H2],[12]

[HI]
[H2],[12]

濃
度

　

　

０

濃
度

0
0

⑤④

濃
度

　

　

０0
0 時間 0 時間

問24 この反応の見かけ上の反応速度フを表した式はどれか。

① ッ=ん 1([H2]+[し])   ② フ=た 2([H2]+[し ])

④ ツ=た 2[H2][し]     ⑤ ッ=た 1[H2][し ]十た2[HI]2

③ ッ=た 1[H2][12]

⑥ ッ=々 1[H2][12]~た 2[HI]2

間25 次のうち,触媒を加えることによつて,こ の反応において変化するものはどれか。

① 反応熱の絶対値      ② 反応熱の符号      ③ 触媒の構成元素

④ 活性化エネルギーの値    ⑤ ヨウ化水素の最終濃度

問 26 この反応において,水素 とヨウ素を 1.00 molずつ入れた。 ヨウ化水素が 1.60 mol生成

したときに平衡状態に達 した。 このときの平衡定数はいくらか。最も適当なものを濃べ。

① O.016     ② O.063     ③ O,25      ④ 4.O       ⑤ 16       ⑥ 64
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【Ⅵ】 実験 (ア～オ)に関する以下の問いに答えよ。

ア)アニリンとフェノールを含むジエチルエーテル溶液に,NaOH水溶液を加えてよく振 り

混ぜた後,エーテル層と水層を分離 した。

イ)有機化合物 Aにスズと濃塩酸を加えて反応させると有機化合物 Bが生成 し,これに NaOH
水溶液を加えるとアニリンが生じた。

ウ)アニリンを希塩酸に溶かし,5℃以下に冷却しながらNaN02水溶液を加えると,有機
化合物 Cが生成した。

工)5℃以下に冷去「した有機化合物 Cの水溶液に,有機化合物 D(アの実験で水層に含まれて
いる有機化合物)の水溶液を加えると,有機化合物 Eが生じた。

オ)アニリンに無水酢酸を加えて加熱すると,有機化合物 Fと 酢酸が生じた。

問27 フェノール,ジエチルエーテル,無水酢酸の示性式あるいは構造式を書け。

問28 有機化合物 A,D,E,Fの 構造式を書け。

問 29 実験ウにおいて,アニリンから有機化合物 Cが生成するまでの変化を,化学反応式で

書け。ただし,アニリンと有機化合物 Cは構造式で示せ。

問 30 実験工において,加熱 しながら有機化合物 Cの水溶液に有機化合物 Dの水溶液を加える

とどうなるかを,理由を含めて説明せよ。
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糾田勇怪






